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○帰ろう、シャドラック！


ジョイ・カウリー／作　


大作道子／訳　広野多珂子／絵


【小学生（高学年）向け】





○ボブとリリーといたずらエルフ


エミリー・ロッダ／作　深沢英介／訳　宮﨑耕平／画


【小学生（低・中学年）向け】





お金に関する知識と感覚は大切です。それは、お金があれば何でも手に入るからではありません。上手に付き合えば、お金は、きみの夢、大切な家族や友人、誇りなど、お金では買えないものを守る盾となってくれるからです。本書は、お金にまつわる疑問や不安にやさしく答え、お金と上手に付き合う方法を教えてくれます。


　お金の使い方だけではなく、「幸せ」とお金の有無は無関係であること、節約の大切さなど、今を生きるうえで大切な知識を、わかりやすく納得できるように教えてくれる良書です。











　　　　　○たたみの部屋の写真展


　　　　　　　朝比奈蓉子／作


【中学生向け】





○ボクたちの値段


　　　荻原博子／監修　坂本綾子／構成・文


【小学生（中・高学年）向け】





中学三年生で本が好きな杏、バドミントン部のエース・樹里、甘えん坊な美香は、クラスでは仲良し三人組ですが、時々お互いの気持ちがわからなくなることがあります。


取りたてて大きな事件は起こりませんが、受験を控えた不安定な時期に、恋や家族のこと、友だちづきあいなどに悩む三者三様の揺れ動く思いや、精神的な成長が等身大で描かれています。普通の中学生の共感を得る物語として推奨します。　








両親が旅行中の一週間、アンダソン家の三姉妹の世話をするため、カナダからサリーおばさんがやってきます。なぜかパパは、姉のサリーおばさんに頼むことを渋りますが、ママに説得されて承諾したのです。　


　大人たちの複雑な思いをよそに、姉妹三人は、おばさんが語るアンダソン家の昔話の面白さに引き込まれていきます。この作品の原題である「トロル」（海辺に住む伝説の魔物）をめぐる事件とその成り行きが最大のみどころです。楽しく愉快な子ども時代を語りながら子どもの心に忍び込む闇を、明るくさわやかに描いた良書です。





偕成社　\1,400（税別）


ISBN978-4-03-744570-6


NDC933　194P　20×14cm





○シモンのおとしもの


バーバラ・マクリントック／作　福本友美子／訳


【小学生（低学年）向け】





うっかりもので自由奔放なシモンは、自分の持ち物をつぎつぎになくしていきます。姉のアデールが、弟シモンを学校へ迎えに行き、家までの帰り道に起こる出来事をたいへんユーモラスに表現しています。シモンは、帰り道、ねこの絵、本、マフラー…をつぎつぎになくしていきますが、街の人々とのふれあいを通して、シモンの純粋さが伝わってきます。


２０世紀始めのパリの街並がすばらしい色彩で表現されていて、心和む良い作品です。





○棚田を歩けば


　　　　　　　青柳健二／文･写真　


　【小学生（中学年）以上】








主人公は、なんでも工事屋のボブ。ある朝、目を覚ますと、いつもはきたない家の中がピカピカになっていました。実は妖精エルフたちのしわざだったのです。


でも、きれいすぎるのも困るボブ。なんとかエルフたちを家から追い出そうとしますが、ことごとく失敗してしまいます。お隣のリリー・スイートに知恵を借りて最後の作戦に出るのですが…。


エルフたちが巻き起こす、ボブとそのお隣さんリリーのハートウォーミング・ストーリーです。みなさんは、家にエルフがいたらどうしますか。





偕成社　\1,200（税別）


ISBN978-4-03-727100-8　


　　NDC913　198P　20×14cm








タモツと友人ユウイチは中学一年生。ある日、二人がかくれ家にしようとした空き家に突然帰ってきたのは、おばあさんとその娘。おばあさんは認知症だった。


その家で、おばあさんと毎日何時間かを過ごすことになってしまった二人の夏休み。タモツはその中から、家族、友人について様々なことを学んでいく。


多感な年ごろの少年の夏休みの日々、心の動き、人間関係などが、叙情豊かに描かれていて感動的である。また、周囲に認知症の人たちが増えている今、その理解の助けにもなるであろう。　


　








あすなろ書房　\1,600（税別）


　ISBN978-4-7515-2500-5　


　NDC933　33P  29×23cm














○その角を曲がれば


濱野京子／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





○世界遺産の建築を見よう


　　　　　　古市徹雄／著


【中学生、高校生、一般向け】





　文研出版　\1,400（税別）


　ISBN978-4-580-82002-9


NDC933　200P　22×16cm





○イルカのラボちゃん


　　　　　鈴木隆史／文　山崎洋子／絵


　　【小学生（低・中学年）、親・幼児向け】








10年前の重油流出、３年前の豪雨のことは、私たちが忘れかけていた自然への畏敬の念を再認識するには充分なものでした。当時の人々の気遣いや働きから、人間同士の新たな絆を感じたものでした。











　岩波書店　\980（税別）


　ISBN978-4-00-500561-1　


　196P　18×11cm














草炎社　\1,100（税別）


ISBN978-4-88264-265-7　


　NDC933　87P　22×16cm








福井県優良推奨図書　平成１９年８月分








　


ユネスコに登録されている世界遺産は、建造物、遺跡、自然景観など８３０件にのぼる。本県でも、「霊峰白山」と「若狭小浜」が暫定リスト入りを申請して話題となった。


後世に引き継ぐ普遍的価値のある世界遺産。本書はこのうち、「建築物」を取り上げ、その様式や歴史を解説している。古代ギリシャ、ローマ時代の建築物から中世ヨーロッパのゴシック様式、イスラムの建築物、日本の木造建築まで写真をふんだんに使いながら詳細に紹介している。一読すれば、世界の建築の歴史がわかる。建築の基本を理解するうえでも貴重な一冊だ。美しいカラー写真もみどころである。











主人公のハンナのペットは、馬のシャドラック。シャドラックはサーカスを引退したおじいさん馬で、しかも足を痛めてしまっています。そのシャドラックがドックフード工場に売られてしまい、取り返そうとハンナは奮闘します。救出しようと駆け回るハンナの、愛馬によせる一途な愛に感動します。


クライマックスには、悲しい出来事が待っていますが、その後に起こる予想外のストーリーは、ステキで心があたたかくなります。最初から最後まで気の抜けないすばらしい作品です。








　　講談社　\1,200（税別）


  　ISBN978-4-06-213176-6


　NDC300　222P  19×13cm





福音館書店　\1,900（税別）


ISBN978-4-8340-2253-7　


NDC615　72P　26×24cm





　


きみは、棚田を知っていますか。山の斜面や、谷間に階段状に作られた田んぼが棚田です。山や海があるそれぞれの土地に合った棚田が作られています。自然界にあるミツバチやクモの巣のように、人間と自然が作り上げた芸術作品です。


本書は、全国各地の棚田での稲作を、季節をめぐりながら、その美しさを私たちに教えてくれます。そして、日本だけでなく韓国、中国、ベトナムなどアジアや、イラン、マダガスカルの棚田も紹介しています。どこかなつかしさが伝わってくる一冊です。





　　　講談社　\1,300（税別）


　　　ISBN978-4-06-213810-9　NDC913　230P　20×14cm





○サリーおばさんとの一週間


ポリー・ホーヴァス／著　北條文緒／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】








越前松島水族館が舞台となったストーリーや絵に、海の自然を守るための人々の努力、イルカの命を守るための人々の連携などが表現されています。人と人とのつながり、思いを同じにして行動することの大切さが伝わってきます。10年前のナホトカ号重油流出事故の記憶がない子どもたちに、当時の様子を伝えていく良書として推奨します。





福井新聞社　\1,300（税別）　ISBN978-4-938833-56-5　


33P　19×27cm














